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第７８３号 ヤスクニ通信 ２０２０年４月１２日 

日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会 

 
＜祈りのすすめ＞ 
 
あなたがたは、いのちの言葉を堅く持って、彼らの間で星のようにこの世に輝いている。このよう

にして、キリストの日に、わたしは自分の走ったことがむだでなく、労したこともむだではなかっ

たと誇ることができる。              （ピリピ人への手紙２章１５節 b—１６節） 
 

 「星のようにこの世に輝いている」といわれ

たピリピの教会は、紀元５４７年に起こった疫

病の大流行、６１５年から６２０年にかけての

度重なる大地震、長期間に及ぶスラブ民族の脅

威によって衰退し、その後、数世紀の間に町そ

のものが廃墟となり、やがて砂漠と化してしま

いました。パウロの宣教活動は、本当に無駄で

なかったといえるのでしょうか。 

 このような問いは、私たちにとってもよそご

ととは思えません。毎年のように、教会や伝道

所が解散し、無牧の教会が増え、そうでなくて

も、教会員は高齢化・少数化し、人手も財力も

顕著に不足しています。教会だけでなく、自然

環境や、経済の構造、社会のしくみも激変し、

これまでの経験知では対処できない出来事が、

次から次へと私たちを襲ってきます。大地震、

原発事故、地球温暖化、未知の病の大流行など

によって、私たちは、いま、礼拝を守り続ける

こと、教会を維持することにも困難を覚えてい

ます。 

 しかし、私たちはパウロが「キリストの日」

に照準を合わせて物事を検証していることに

注目しなければなりません。口語訳で「星のよ

うに」といわれている言葉は、文語訳では「世

の光のごとく」となっており、いずれも太陽の

ように燦然と光を放って闇を押しのけるよう

な力強い光源ではなく、暗闇の中で、辛うじて

認めることが出来る弱い光を示しているよう

に思います。かえって闇の深さを際立たせるほ

かない存在というべきかもしれません。しかし、

その存在は、やがて朝が来ることを告げ知らせ

るしるしとしての役割を担っています。太陽が

昇れば、自らは消えていくほかない星や灯火
ともしび

の

ように、私たちもまた、はかなく消えゆくこと

になるでしょう。しかし、いのちの言葉を堅く

持ち、喜びつつ、キリストの日を待ち望むのが

私たちの使命です。すべてのことを、つぶやか

ず、疑わずに実行し、キリスト･イエスにあっ

ていだいているのと同じ思いを互いに生かし

つつ、主が来たりたもう日を待ち望むことこそ、

私たちの喜びであり、誇りにほかなりません。 

 ピリピを発掘した考古学者たちは、紀元５０

０年ごろに建造された巨大なバシリカＡと呼

ばれる教会とともに、バシリカＢと呼ばれる遺

跡の中に９世紀あるいは１０世紀に建てられ

た小さな教会を見いだしました。ピリピの人々

は、度重なる苦難の中で、より小さな教会を建

てて礼拝を守り続け、やがて別な土地に移住し

ていきました。その群れは、小さくなるにつれ

て、より多くの苦難によって鍛えられ、ひたす

ら御言葉により頼み、かつてパウロから直接受

けた教えにいっそう忠実に歩み、さらに熱心に

キリストの日を待ち望んだに違いありません。 

 この曲がった邪悪な時代、私たちもまた、い

よいよ「キリストの日」を見据えて歩むべきで

す。それは当然、安易な道ではなく、十字架の

キリストに従う道です。十字架のキリストに従

い、復活のキリストに合わせられ、「イエス･キ

リストは主である」と告白して、栄光を父なる

神に帰することこそが、私たちの使命です。                                                  

 

＜祈り＞ 主なる神よ、私たちがキリストとその復活の力とを知り、その苦難にあずかって、その

死のさまと等しくなり、死人のうちからの復活に達することが出来ますように。 

（靖国神社問題特別委員会委員・東京告白教会長老 小塩海平：こしおかいへい） 
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新シリーズ『いま なぜ 大嘗祭か』を読みなおす（１５） 
 

                                芳賀繁浩（豊島北教会牧師） 

Q12 敗戦後、教会は「天皇」のことをどのように受けとめたのですか。 

A 1945 年敗戦直後、日本基督教団は統理の名で全国の牧師に指令を伝え（中略）ています。いま改め

てこれを読んでみて、「聖旨」や「聖慮」という、私たちが教会の信仰上使う言葉が天皇に使われてい

ることに気づきます。国民全体がそうであったように教会全体もどっぷりと天皇神格化に漬かっていた

ことがわかります。敗戦後も天皇制の本質に触れようとせず、国体護持の一念に徹することが、キリス

ト者としてのつとめであるかのように考えていました。 

 そのようなときに「天皇の人間宣言」が出され、キリスト者は、その「神格性の否定」を歓迎はしま

したが、侵略戦争の原因の一つに天皇制の問題があった事を、歴史的に理解する人はほとんどいません

でした。明治以来の「天皇制絶対教育」が、教会のなかでも「天皇」を相対化して見ることのできない

問題として残っていました。 

 キリスト教会において「天皇」の問題が相対的な問題として論じられるようになってきたのは、戦後

20 年もたった、1960 年代に靖国神社問題に取り組むようになってのことでした。 

 

新Q12-1 敗戦後、教会の天皇に対する姿勢は変わっ

たのですか。 

新A12-1 変わりませんでした。神ならぬものを神と

したことを悔い改めるどころか、敗戦は教会の「報国

の力」が足りなかったからであるとして、「天皇に対し

て」懺悔すべきであるとさえ主張したのです。 

 「聖断一度下
くだ

り 畏
かしこく

くも詔書
しょうしょ

の渙発
かんぱつ

となる而
しか

して

我が国民の進むべき道茲
ここ

に定まれり。本教団の教師及

び信徒は此の際聖旨
せ い し

を奉戴
ほうたい

し国体護持の一念に徹し、

愈々
いよいよ

信仰に励み、総力を将来の国力再興に傾け、以て

聖慮に応え 奉
たてまつ

らざるべからず。 

 我等は先づ事茲
ここ

に到りたるは畢竟
ひっきょう

我らの匪躬
ひきゅう

の誠

足らず報国の力乏しきに因りしことを深刻に反省懺悔
ざ ん げ

し、今後辿
たど

るべき荊棘
い ば ら

の道を忍苦精進
にんくしょうじん

以て新日本の精

神的基礎建設に貢献せんことを厳
おごそ

かに誓うべし 

 特に宗教報国を任とする我等は左記に留意し、信徒

の教導並に一般国民の教化に万全を期すべし（以下

略）」。（1945年8月28日付、日本基督教団統理令達第

14号〔『日本基督教団資料３』36頁〕なおカタカナを

ひらがなに改めた）。 

 敗戦に至ってなおキリストよりも天皇が上位に置か

れ「天皇を中心にする神の国」の方が、「父と子と聖霊

なる三位一体の神の国」より重んじられていたのです。 

新Q12-2 その後、教会の天皇に対する姿勢はどうな

りましたか。 

新A12-2 連合国最高司令官総司令部（GHQ）は、占領

政策のために教団を利用することを得策として、その

戦争責任を不問とします。富田満は1946年6月に統理

を辞任しますが、戦争責任は否定し、幹部も引き続い

て指導者の地位を保持し続けます。 

 その後のキリスト教ブームも、その背後には日本を

アメリカの価値観の中に取り込み、共産主義への防波

堤にしようとする戦略があったことは否めません。 

 皇室も積極的にキリスト教とかかわり、昭和天皇は

香淳皇后と共に植村環から聖書講義を受け、皇太子の

家庭教師は、クエーカーのエリザベス・グレイ・バイ

ニングが務めました。宣教師や神父などとも頻繁に会

い、皇室がキリスト教に親近感を抱いているかのよう

な雰囲気を醸し出すことに成功します。天皇のキリス

ト教改宗説が流れるほどだったと言われます。その中

で、教会も天皇に対する批判的姿勢を失っていきます。 

 今回の「代替わり」でも、先の天皇のつれあいであ

る美智子さんがカトリックの家庭の出であり、キリス

ト教的背景を思わせる発言や行動を行ってきたことが、

教会の批判の矛先を鈍らせるようなことはなかったで

しょうか。聖書と歴史に基づいた天皇観が必要です。 
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九州中会「戦争罪責の悔い改めの宣言」 
 

川越弘（沖縄伝道所牧師） 
 

九州中会は、3 月 19 日・20 日、第 68 回定期中会を「沖縄キリスト教センターぎのわん

セミナーハウス」で行い、「戦争罪責の悔い改めの宣言」を採択しました。その宣言文を紹

介します。 

 
 

１．わたしたちの主であるイエス・キリス

トが、「悔い改めよ」と言われたとき、彼

は信仰者の全生涯が悔い改めであること

を欲したもうたのである。 
 

２．「自分の罪を公に言い表すなら、神は真

実で正しい方であるから、罪を赦し、あら

ゆる不義からわたしたちを清めてくださ

る」との約束の御言葉に聞き従い、わたし

たちは、日本キリスト教会九州中会と、そ

れに連なった先達が過去において犯した

罪と、今を生きるわたしたちと、九州中会

が悔い改めるべき罪を公に告白し、主のみ

前にその赦しを求める。それによって、主

がわたしたちの背反の罪と答を取り除き、

今より後、わたしたちを罪から離れさせ、

清くしてくださるよう祈る。 
 

３．九州中会とその肢であるわたしたちは、

神のほかなにものをも神とすべきでなか

ったにもかかわらず、天皇を神とすること

に公に否を唱えてこなかった。神のみに従

うべきであったのに、神よりも人に従って

罪を犯した。その結果、教会合同を行い、

戦争協力のための日本基督教団をつくっ

て、それに加わり、教会のかしらなる主キ 

 リストのみこころに反した。またその日本

基督教団の指令の下に国民儀礼を行い、十

戒の第一戒「あなたはわたしのほかに、な

にものをも神としてはならない」と、第二

戒「あなたは自分のために、刻んだ像を造

ってはならない」に背く罪を犯した。 
 

４．神を神としなかったとき、教会とわた

したちは人をまことの人とすることもし

なかった。隣人を自分のように愛し、尊重

することを怠り、人権が犯され、特に植民

地支配を受けた人々の生命と財産が奪わ

れようとしたときそれを阻止しようとせ

ず、黙認することによって、国家の起こし

た戦争による大量殺人、性的暴行、略奪の

罪に加担した。 
 

５．それゆえ、今、わたしたちはわたした

ちとわたしたちの先達の罪を公に言い表

して、主の憐れみと赦しを求める。主よ、

憐れみ給え。わたしたちと九州中会は聖霊

によって新たに造りかえられて、神の聖な

る戒めに従い、神と隣人を心から愛し、神

と隣人に喜び仕えて、神の国の正義と平和

を追い求めて生きることを真剣な決意を

もって始めることを宣言する。主よ、助け

給え。 

 

この宣言文を採択するとき、中会所属の全ての教会・伝道所の総会において、この宣言

を決議することを要望しましたが、そこで決議したことは、九州中会のすべての教会・伝

道所が 4 月 12 日の復活節礼拝の中で、「戦争罪責の悔い改めの宣言」をすることでした。

また、この採択はただの文章で終わらせず、身体を張って血と汗を流すまでにこの宣言文

に責務をもって宣教すべきことを、熱っぽく語り合いました。 
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＜ヤスクニ関連ニュース＞  ＊コメントは報告者：古賀清敬 
 

〇さいたま市、備蓄用マスクの配布対象から朝鮮

幼稚園を除外/関係者たちが抗議 

 ・・・さいたま市が９日から市内の幼稚園、保

育園などの職員向けに、市の備蓄用のマスクの配

布を始めたが、その対象から埼玉朝鮮幼稚園が対

象外とされた。・・・朴洋子園長によれば、朝鮮幼

稚園が対象施設ではないとした理由について、子

ども未来局の担当職員は、「（朝鮮幼稚園が）さい

たま市の指導監督施設に該当しないため、マスク

が不適切に使用された場合、指導できない」と説

明した。電話対応した担当職員は、１０月３０日、

埼玉朝鮮幼稚園を訪問し、同幼稚園の実態につい

て事前把握があった。・・・（朝鮮新報；３，１１）  

 ＊「不適切使用の疑い」について市は謝罪し、

１４日に清水勇人市長は配布対象とするが、「抗議

に対応してのことではなく、対象を拡大した」と

して、差別措置への謝罪は一切ない。これは、国

が幼保無償化から朝鮮幼稚園を除外している差別

が地方自治体にまで感染している新型コロナより

悪質な事態。 
 

○陛下の寄付可能にする議案決定・社会福祉に１億

円以内 

 政府は１３日、天皇陛下が即位されたことに伴

い、陛下が社会福祉事業へ１億円以内の寄付がで

きるようにするため、国会に提出する議決案を閣

議決定した。憲法８条は、特定の個人や団体との

結びつきを避けるため、皇室が寄付をする場合、

国会の議決が必要と規定している。・・・宮内庁に

よると、陛下の私的な「お手元金」から拠出され、

寄付先は今後検討する。・・・（共同；３，１３） 
 
〇聖火到着まもなく ブルーインパルス、最高の

演技で６４年以来の「五輪」披露へ 

 （毎日；３，１９） ＊聖火が自衛隊基地に到着

し、戦闘機の曲芸飛行で迎えるのは平和の祭典に矛

盾しているのでは？ 
 
〇皇后さま十二単姿で拝礼 両陛下春分の日の宮

中祭祀 

 天皇皇后両陛下は皇居を訪れ、春分の日の宮中

祭祀（さいし）に臨まれた。・・・皇后さまは２０

１９年、皇位継承にともなうすべての宮中祭祀に

出席されたが、「春季皇霊祭」への出席は、長期療

養前の２００２年以来１８年ぶり。（FNN；３，２０） 
 
〇首相、防大卒業式で憲法改正で自衛隊明記に意

欲 

 ・・・首相は訓示で、情報収集活動のため先月

２日、海上自衛隊横須賀基地から中東地域に向か

った護衛艦「たかなみ」の出港式の際、会場近く

に「憲法違反」のプラカードが掲げられていたと

指摘。憲法改正に直接的には言及しなかったもの

の、「隊員の子供たちも目にしたかもしれない。ど

う思うだろうかと思うと言葉もない」と語った。

（産経；３，２２） 
 
〇君が代で不起立元教諭逆転勝訴 東京高裁 

 卒業式で「君が代」斉唱時の不起立を理由に停

職 6 か月の懲戒処分を受けた都立学校の元教諭が

都に処分の取り消しなどを求めた訴訟の控訴審判

決で、東京高裁は２５日、請求を棄却した 1 審判

決を変更して元教諭への処分を違法として取り消

した。小川秀樹裁判長は判決理由で、元教諭が過

去に懲戒処分を８回受け、規律を害した程度が大

きいことから、停職自体は相当だと指摘。ただ、

期間を６カ月にしたことについて「より重い処分

が免職のみで、教師としての身分を失う可能性を

意識させることになり、心理的圧迫の程度が強い」

と述べ、都に裁量権の逸脱があったと結論づけた。 

・・・（朝日；３，２６） 
 
〇（ブックレット紹介）「ドローンの眼－琉球弧の

軍事基地」 写真、イラスト、図表満載、 

A４判、オールカラー、５０ページ、１，０００円。

内容：改訂ドローン規制法と辺野古/ 辺野古新基

地の問題点/ドローンで見る沖縄の基地―奄美、沖

縄の米軍基地と自衛隊基地。 

申し込み先：FAX０１１－３５１－１０６８、メ

ール：okinawa.drone.project@gmail.com 

発行日：２０２０年３月 発行者：沖縄ドローン

プロジェクト・森の映画社

 

＜編集後記＞五輪も新型コロナも憲法改悪の実現にどう利用するかの安倍政権。宮中祭祀の誇示、自

衛隊の出番拡大も焦点はそこに。嘘を重ねる権力犯罪には厳しい神の審判が下されるのが聖書の証言。/

九州中会の罪責告白決議（3 頁）を他の中会でどう受けとめるのか問われている。（K 生） 
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